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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　穀稈を分草する分草体（１１）と、該分草体（１１）で分草された穀稈を引き起こす穀
稈引起し装置（１２）と、該穀稈引起し装置（１２）で引き起こされた穀稈を掻込搬送す
る穀稈掻込搬送装置（１３）と、該穀稈掻込搬送装置（１３）で掻き込まれた穀稈を切断
する刈刃装置（１４）を設け、前記穀稈掻込搬送装置（１３）を、後側下部プーリ（１３
ａ）と前側下部プーリ（１３ｂ）に巻き掛けられていて掻込ラグ（１３ｃ，…）を備えた
下部掻込ベルト（１３ｄ）と、後側上部プーリ（１３ｅ）と前側上部プーリ（１３ｆ）に
巻き掛けられていて掻込ラグ（１３ｇ，…）を備えた上部掻込ベルト（１３ｈ）と、前記
下部掻込ベルト（１３ｄ）に対向配置されている弾性材からなる下部ガイド杆（１３ｉ）
と、前記上部掻込ベルト（１３ｈ）に対向配置されている弾性材からなる上部ガイド杆（
１３ｊ）と、前記後側下部プーリ（１３ａ）の下方に設けたスターホイル（３２）とで構
成し、該穀稈掻込搬送装置（１３）を支持する掻込搬送フレーム（１３ｍ）によって穀稈
掻込搬送装置（１３）における前記上部掻込ベルト（１３ｈ）と下部掻込ベルト（１３ｄ
）の間の部位を支持し、該穀稈掻込搬送装置（１３）における掻込搬送フレーム（１３ｍ
）で支持した部位と上部掻込ベルト（１３ｈ）の間には、穀稈掻込搬送装置（１３）によ
り掻込まれた穀稈を搬送する中継集草搬送装置（１５ｆ，１５ｇ）からの動力を穀稈掻込
搬送装置（１３）へ伝達する駆動用スプロケット（３８，３８）を備えたコンバインの刈
取装置。
【請求項２】
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　前記下部掻込ベルト（１３ｄ）の下面に近接させて前記スターホイル（３２）を配置し
た請求項１記載のコンバインの刈取装置。
【請求項３】
　前記スターホイル（３２）を、前記下部掻込ベルト（１３ｄ）の後側下部プーリ（１３
ａ）の下面に取り付けた請求項２記載のコンバインの刈取装置。
【請求項４】
　前記穀稈掻込搬送装置（１３）には、前記中継集草搬送装置（１５ｆ，１５ｇ）の後部
に設けられた左右集草搬送装置（１５ｂ，１５ｃ）から、中継集草搬送装置（１５ｆ，１
５ｇ）を介して駆動力が伝達される構成とした請求項１または請求項２記載のコンバイン
の刈取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンバインの刈取装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　コンバインの刈取装置に備える掻込搬送装置として、支持アームに回転自在に軸支する
回転軸の両端に、穀稈を掻き込む掻込回転体を設け、この支持アームの回転軸両端部に皿
状の固定カバーを設け、この固定カバーと各掻込回転体との間に回転自在のカラーを介装
し、穀稈巻き付きを防止するものは公知である（特許文献１）。
【０００３】
　また、コンバインの刈取装置において、圃場の穀稈を刈取部に掻き込んで連続的に刈り
取ると共に、刈刃、引越しタイン、スターホイル、掻込ベルト、下部搬送チェンを備え、
下部のスターホイルと上部の単一の掻込ベルトにより穀稈を掻き込むものは、公知である
（特許文献２）。
【特許文献１】特開平８－１７２８５７号公報
【特許文献２】特開２００１－２９９０５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献２の穀稈掻込搬送装置は、スターホイルの上方に位置している単一の掻込ベル
トにより穀稈を掻き込むものにあっては、穀稈が倒伏していると、掻込ベルトによる掻込
搬送能力が低下し、特に短穀稈の場合にはこの傾向が顕著であった。
【０００５】
　そこで、本発明は、分草杆で分草した植立穀稈を穀稈引起し装置により引き起し、次い
で穀稈掻込搬送装置により掻込搬送するコンバインにおいて、上下一対の穀稈掻込搬送装
置を設けることにより、穀稈の掻込搬送能力を高めようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１記載の発明は、穀稈を分草する分草体（１１）と、該分草体（１１）で分草さ
れた穀稈を引き起こす穀稈引起し装置（１２）と、該穀稈引起し装置（１２）で引き起こ
された穀稈を掻込搬送する穀稈掻込搬送装置（１３）と、該穀稈掻込搬送装置（１３）で
掻き込まれた穀稈を切断する刈刃装置（１４）を設け、前記穀稈掻込搬送装置（１３）を
、後側下部プーリ（１３ａ）と前側下部プーリ（１３ｂ）に巻き掛けられていて掻込ラグ
（１３ｃ，…）を備えた下部掻込ベルト（１３ｄ）と、後側上部プーリ（１３ｅ）と前側
上部プーリ（１３ｆ）に巻き掛けられていて掻込ラグ（１３ｇ，…）を備えた上部掻込ベ
ルト（１３ｈ）と、前記下部掻込ベルト（１３ｄ）に対向配置されている弾性材からなる
下部ガイド杆（１３ｉ）と、前記上部掻込ベルト（１３ｈ）に対向配置されている弾性材
からなる上部ガイド杆（１３ｊ）と、前記後側下部プーリ（１３ａ）の下方に設けたスタ
ーホイル（３２）とで構成し、該穀稈掻込搬送装置（１３）を支持する掻込搬送フレーム
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（１３ｍ）によって穀稈掻込搬送装置（１３）における前記上部掻込ベルト（１３ｈ）と
下部掻込ベルト（１３ｄ）の間の部位を支持し、該穀稈掻込搬送装置（１３）における掻
込搬送フレーム（１３ｍ）で支持した部位と上部掻込ベルト（１３ｈ）の間には、穀稈掻
込搬送装置（１３）により掻込まれた穀稈を搬送する中継集草搬送装置（１５ｆ，１５ｇ
）からの動力を穀稈掻込搬送装置（１３）へ伝達する駆動用スプロケット（３８，３８）
を備えたコンバインの刈取装置とする。
【０００７】
　上記構成によると、分草体（１１）により穀稈通路に案内された植立穀稈は、穀稈引起
し装置（１２）により引き起こされ、次いで、上下一対の下部掻込ベルト（１３ｄ）の掻
込ラグ（１３ｃ，…）及び上部掻込ベルト（１３ｈ）の掻込ラグ（１３ｇ，…）により掻
き込まれ、次いで、下部掻込ベルト（１３ｄ）の掻込ラグ（１３ｃ，…）と下部ガイド杆
（１３ｉ）、及び、上部掻込ベルト（１３ｈ）の掻込ラグ（１３ｇ，…）と上部ガイド杆
（１３ｊ）により、植立穀稈の根元側及び穂先側の双方が弾圧的に挟持されながら後方に
掻込搬送され、スターホイル（３２）により掻き込まれる。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、前記下部掻込ベルト（１３ｄ）の下面に近接させて前記スター
ホイル（３２）を配置した請求項１記載のコンバインの刈取装置とする。
【０００９】
　請求項３記載の発明は、前記スターホイル（３２）を、前記下部掻込ベルト（１３ｄ）
の後側下部プーリ（１３ａ）の下面に取り付けた請求項２記載のコンバインの刈取装置と
する。
　請求項４記載の発明は、前記穀稈掻込搬送装置（１３）には、前記中継集草搬送装置（
１５ｆ，１５ｇ）の後部に設けられた左右集草搬送装置（１５ｂ，１５ｃ）から、中継集
草搬送装置（１５ｆ，１５ｇ）を介して駆動力が伝達される構成とした請求項１または請
求項２記載のコンバインの刈取装置とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１記載の発明によると、穀稈の根元側を下部掻込ベルト（１３ｄ）の掻込ラグ（
１３ｃ，…）と下部ガイド杆（１３ｉ）により、穂先側を上部掻込ベルト（１３ｈ）の掻
込ラグ（１３ｇ，…）と上部ガイド杆（１３ｊ）により掻き込み、この穀稈の根元側及び
穂先側の双方が弾圧的に挟持されながら後方に掻込搬送されて、スターホイル（３２）で
掻き込まれるため、穀稈のこぼれが少なくなって取り込みが確実化し、特に短い穀稈に対
する掻込搬送性能を向上させることができ、コンバインによる刈取作業の能率を高めるこ
とができる。
【００１１】
　請求項２記載の発明によると、請求項１記載の発明の効果に加えて、下部掻込ベルト（
１３ｄ）の下側にスターホイル（３２）を位置させることができる。
　請求項３記載の発明によると、請求項２記載の発明による効果に加えて、穀稈掻込搬送
装置（１３）をコンパクトに構成できる。
　請求項４記載の発明によると、請求項１または請求項２記載の発明による効果に加えて
、左右集草搬送装置（１５ｂ，１５ｃ）から中継集草搬送装置（１５ｆ，１５ｇ）を介し
て穀稈掻込搬送装置（１３）に駆動力を伝達することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　まず、図１に基づき本発明を具備するコンバインの全体構成について説明する。図１は
コンバインの全体側面図である。
　コンバインの走行車台１の下方には左右走行クローラ２，２を配設し、走行車台１上の
右側前部に操縦部３を、操縦部３の後方にグレンタンク４を、左側部に脱穀部５を搭載し
、走行車台１の前側部には刈取搬送部６を昇降自在に設けている。この刈取搬送部６には
、図２に示すように、複数の分草体１１，…、穀稈引起し装置１２、…、穀稈掻込搬送装
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置１３、刈刃装置１４、穀稈集送搬送装置１５、穀稈搬送装置１６等を設けている。
【００１３】
　前記構成により、コンバインの回転各部を駆動走行し刈取作業を開始すると、走行クロ
ーラ２，２が回転してコンバインは走行を開始する。すると、圃場の穀稈は刈取搬送部６
の前側部の分草体１１，…により穀稈条列毎に分草されながら穀稈引起し装置１２，…に
案内され、引起しラグにより引き起される。引起された穀稈は穀稈掻込搬送装置１３によ
り掻き込まれて刈刃装置１４で刈り取られ、穀稈集送搬送装置１５に左右両側から中央部
に集められ、次いで、穀稈搬送装置１６により後方に搬送され、脱穀部５のフィードチェ
ンに引き継がれ脱穀される。
【００１４】
　次に、図２乃至図５に基づき刈取搬送部６について具体的に説明する。
　刈取搬送部６の後側部には、伝動装置の内装されている平面視略Ｔ字型の刈取搬送フレ
ーム２１を設け、この刈取搬送フレーム２１の前側部から前方に向けて刈刃フレーム１４
ａを延出し、この刈刃フレーム１４ａから複数の分草体１１，…を前方に延出している。
また、刈刃フレーム１４ａの前側部には、左右方向の引起し下部フレーム１２ａを取り付
けている。また、刈取搬送フレーム２１の後部から引起し後部フレーム１２ｂを前方上方
に向けて延出し、引起し後部搬送フレーム２１ｂの前側端部に左右両側に沿った引起し上
部フレーム１２ｃを設けている。そして、この引起し下部フレーム１２ａと引起し上部フ
レーム１２ｃとにより、穀稈引起し装置１２の複数の引起しケース１２ｄ，…を分草体１
１，…の後方に位置するように支持している。また、刈刃フレーム１４ａには刈刃装置１
４を取り付け、穀稈引起し装置１２で引き起こされ、後述の穀稈掻込搬送装置１３，…に
より掻き込まれた穀稈を刈り取るように構成している。
【００１５】
　また、刈取搬送フレーム２１の前側部には左右両側及び中央部に集送フレーム１５ａ，
…を設け、集送フレーム１５ａ，…に穀稈集送搬送装置１５，…を設けている。また、集
送フレーム１５ａ，…から前方に延出した掻込搬送フレーム１３ｍに穀稈掻込搬送装置１
３，…を取り付けている。
【００１６】
　次に、穀稈掻込搬送装置１３，…について具体的に説明する。穀稈掻込搬送装置１３，
…は、穀稈の条数（Ｋ）にそれぞれに対応するように、７条型では７個の穀稈掻込搬送装
置１３，…設けている。
【００１７】
　この穀稈掻込搬送装置１３は、図２、図５及び図６に示すように、後側下部プーリ１３
ａと前側下部プーリ１３ｂに巻き掛けられていて且つ掻込ラグ１３ｃ，…を所定間隔毎に
有する下部掻込ベルト１３ｄと、後側上部プーリ１３ｅと前側上部プーリ１３ｆに巻き掛
けられていて且つ掻込ラグ１３ｇ，…を所定間隔毎に有する上部掻込ベルト１３ｈと、下
部掻込ベルト１３ｄの掻込ラグ１３ｃに対向配置されている弾性材からなる下部ガイド杆
１３ｉと、上部掻込ベルト１３ｈの掻込ラグ１３ｇに対向配置されている弾性材からなる
上部ガイド杆１３ｊと、後側下部プーリ１３ａの下方に位置するスターホイル３２，…と
で、構成されている。
【００１８】
　前記構成によると、分草杆１１から案内された植立穀稈は、下部掻込ベルト１３ｄの掻
込ラグ１３ｃと下部ガイド杆１３ｉ、及び、上部掻込ベルト１３ｈの掻込ラグ１３ｇと上
部ガイド杆１３ｊにより、根元側及び穂先側の双方が弾圧的に挟持されながら後方に掻込
搬送され、穀稈の取り込みが確実化し、短い穀稈の掻込搬送性能を向上させることができ
る。
【００１９】
　また、前記掻込搬送フレーム１３ｍ，…には後側プーリ軸３１，…を上下方向に軸架し
、この後側プーリ軸３１，…の下部に後側下部プーリ１３ａを、上部に後側上部プーリ１
３ｅをそれぞれカラーを介して軸架している。後側下部プーリ１３ａの下方には略同径の
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円形プレート３３、スターホイル３２を配置し、ボルト・ナットで後側下部プーリ１３ｅ
に一体的に固着している。
【００２０】
　前記構成によると、コンパクトに構成できて、後側下部プーリ１３ｅへの草類の巻き付
きを防止することができる。
　また、後側プーリ軸３１，…には、同径の後側下部プーリ１３ａ及び上部プーリ１３ｅ
と取り付け、下部掻込ベルト１３ｄよりも上部掻込ベルト１３ｈを前方へ突出するように
長く構成している。
【００２１】
　前記構成によると、下部掻込ベルト１３ｄ及び上部掻込ベルト１３ｈの掻込搬送速度を
同じして、上部掻込搬送ベルト１３ｈにより根元側よりも穂先側を先行して掻き込むので
、穂先側の掻込搬送遅れを防止し短穀稈の掻込搬送性能を高めることができる。また、後
側下部プーリ１３ａと上部プーリ１３ｅの部品を共用化することができ、コストの低減を
図ることができる。
【００２２】
　また、後側プーリ軸３１，…には、同径の後側下部プーリ１３ａ及び上部プーリ１３ｅ
と取り付け、下部掻込ベルト１３ｄよりも上部掻込ベルト１３ｈを前方へ突出するように
長く構成し、下部掻込ベルト１３ｄの先端を平面視で外側寄りに、上部プーリ１３ｅの先
端を内側寄りに位置させて、下部掻込ベルト１３ｄの搬送方向を上部掻込ベルト１３ｈの
搬送方向よりも所定角度外側に退避させ、前側下部プーリ１３ｂの直径を前側上部プーリ
１３ｆの直径よりも小さくし、分草杆１１の案内方向に上部掻込ベルト１３ｈの掻込搬送
方向を略沿わせるように構成し、スターホイル３２の掻込突起３２ａを後側下部プーリ１
３ａの外周よりも突出させて長くし、下部掻込ベルト１３ｄ及び上部掻込ベルト１３ｈの
前後方向中途部まで延出するように構成している。
【００２３】
　前記構成によると、分草体１１から案内された穀稈の穂先側を内側寄りの上部掻込ベル
ト１３ｈに円滑に引き継ぐことができ、穀稈の根元側を外側寄りの下部掻込ベルト１３ｄ
に円滑に引き継ぐことができる。また、下部掻込ベルト１３ｄ及び上部掻込ベルト１３ｈ
の掻込搬送速度よりも速いスターホイル３２により穀稈の取り込みが良くなり、短穀稈の
掻込搬送性能を向上させることができる。また、前側下部プーリ１３ｂの直径を前側上部
プーリ１３ｆの直径よりも小さく構成しているので、下部掻込ベルト１３ｄの非作用側へ
の張り出しを少なくし、コンパクトに構成することができる。
【００２４】
　また、後側下部プーリ１３ａと前側下部プーリ１３ｂに巻き掛けている下部掻込ベルト
１３ｄの掻込ラグ１３ｃ，…の突出長さを、後側上部プーリ１３ｅと前側上部プーリ１３
ｆに巻き掛けている上部掻込ベルト１３ｈの掻込ラグ１３ｇ，…の突出長さよりも短く構
成し、また、前側上部プーリ１３ｆの軸心と前側下部プーリ１３ｂの軸心を、左右方向に
接近させ、前後方向に離間し前側上部プーリ１３ｆを前方に配設している。
【００２５】
　前記構成によると、穀稈の穂先側よりも根元側がスターホイル３２の中心側に接近する
ので、スターホイル３２の根元側の取り込みが良くなり、短穀稈の掻込搬送性能を向上さ
せることができる。また、下部掻込ベルト１３ｄの非作用側への張り出しを少なくするこ
とができて、フレーム部への干渉を回避することができる。
【００２６】
　また、上部掻込ベルト１３ｈの掻込ラグ１３ｇに対向して弾性材の上部ガイド杆１３ｊ
を配設するにあたり、分草体１１に上部ガイド杆１３ｊの前側端部を取り付け、その中途
部を上部掻込ベルト１３ｈのやや上方位置を沿うようにしながら後方に延出している。ま
た、下部掻込ベルト１３ｄの掻込ラグ１３ｃに弾性材からなる下部ガイド杆１３ｉを対向
配置するにあたり、分草体１１に下部ガイド杆１３ｉの前側端部を取り付け、中途部を下
り傾斜で後方に延出して下部掻込ベルト１３ｄの掻込搬送始端部の上方部位近傍に接近さ
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せ、次いで、後側部を下部掻込ベルト１３ｄのやや上方に沿わせながら後方へ延出し、後
側端部をスターホイル３２の掻込突起３２ａの上方に臨ませている。
【００２７】
　前記構成によると、上部ガイド杆１３ｊ及び下部ガイド杆１３ｉにより穀稈全体を上部
掻込ベルト１３ｈ及び下部掻込ベルト１３ｄに押圧しながら誘導案内することができる。
また、下部ガイド杆１３ｉにより下部掻込ベルト１３ｄ及びスターホイル３２に穀稈の根
元側を誘導案内することができ、穀稈の掻込搬送性能を高めることができる。
【００２８】
　次に、図７に基づき標準穀稈用と短穀稈用に変換する穀稈掻込搬送装置１３の他の実施
形態ついて説明する。
　この短穀稈用の穀稈掻込搬送装置１３は、図７（Ａ）、（ｃ）に示すように、掻込搬送
フレーム１３ｍに軸架している後側上部プーリ１３ｅ、前側上部プーリ１３ｆと、後側上
部プーリ１３ｅと前側上部プーリ１３ｆに巻き掛けられていて且つ掻込ラグ１３ｇ，…を
所定間隔毎に有する上部掻込ベルト１３ｈと、スターホイル３２、上部掻込ベルト１３ｈ
の掻込ラグ１３ｇに対向配置されている弾性材からなる上部ガイド杆１３ｊで構成されて
いる。
【００２９】
　また、掻込搬送フレーム１３ｍには後側プーリ軸３１の上下方向中間部を回転自在に支
架し、後側プーリ軸３１の上下方向中間部にカラー３６を介して駆動用スプロケット３８
を一体回転するように取り付け、後側プーリ軸３１の上部にはカラー３６ａを介して後側
上部プーリ１３ｅを一体回転するように取り付け、軸３１の下端部にはカラー３６ｂを介
してスターホイル３２を一体回転するように取り付けている。また、駆動用スプロケット
３８とスターホイル３２との間には、巻付防止用のカラー３９を設け、駆動用スプロケッ
ト３８と後側上部プーリ１３ｅとの間に巻付防止用のカラー３９ａを配設している。
【００３０】
　そして、短穀稈用の穀稈掻込搬送装置１３を標準穀稈用に変更する場合には、図７（Ｂ
）に示すように、調節カラー４１及び調節用の巻付防止カラー４２、ボルト調節用のカラ
ー４３を介装し、後側上部プーリ１３ｅ、上部掻込ベルト１３ｈを上方に調節してボルト
で取り付けるように構成している。
【００３１】
　前記構成によると、短穀稈用に変更する場合には、標準型から調節カラー４１、調節用
の巻付防止カラー４２及びボルト調節用のカラー４３を取り外し、後側上部プーリ１３ｅ
及び上部掻込ベルト１３ｈを下方に調節することにより、容易に対応でき、短穀稈の刈取
開始部での掻込搬送性能を高めることができる。
【００３２】
　また、図８に示すように、短穀稈の刈取作業時には、カラー３６ｂの下端部にスペーサ
３７を介装してスターホイル３２を取り付けると、短穀稈の掻込搬送性能を更に高めるこ
とができる。
【００３３】
　次に、穀稈集送搬送装置１５，…について説明する。
　穀稈集送搬送装置１５，…は、図２に示すように、左右集送搬送装置１５ｂ，１５ｃ、
中央集送搬送装置１５ｄ，１５ｅにより構成し、これらはそれぞれ根元搬送部及び穂先搬
送部を備えている。左右集送搬送装置１５ｂ，１５ｃと左右両側端の前記穀稈掻込搬送装
置１３，…との間に、根元側搬送用の中継集送搬送装置１５ｆ，１５ｇを設けている。
【００３４】
　そして、集送搬送フレーム１５ａ，…から伝動用の動力を取り出して、前記集送搬送装
置１５ｂ，１５ｃ，１５ｄ，１５ｅに伝達し、更に、集送搬送装置１５ｂ，１５ｃから中
継集送搬送装置１５ｆ，１５ｇ、前記駆動用スプロケット３８，３８を経由して穀稈掻込
搬送装置１３，…に動力を伝達している。また、一部の穀稈掻込搬送装置１３，…には刈
刃フレーム１４ａから取り出した伝動装置４６を介して動力を伝達している。
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【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】コンバインの全体側面図
【図２】一部省略した刈取搬送部の平面図
【図３】刈取搬送部の一部省略した平面図
【図４】刈取搬送部の一部省略した側面図
【図５】刈取搬送部の一部の平面図
【図６】刈取搬送部の一部の側面図
【図７】穀稈掻込搬送装置の平面図、側面図
【図８】穀稈掻込搬送装置の側面図
【符号の説明】
【００３６】
６　刈取搬送部
１１　分草体
１２　穀稈引起し装置
１３　穀稈掻込搬送装置
１３ａ　後側下部プーリ
１３ｂ　前側下部プーリ
１３ｃ　掻込ラグ
１３ｄ　下部掻込ベルト
１３ｅ　後側上部プーリ
１３ｆ　前側上部プーリ
１３ｇ　掻込ラグ
１３ｈ　上部掻込ベルト
１３ｉ　下部ガイド杆
１３ｊ　上部ガイド杆
１３ｍ　掻込搬送フレーム
１５ｂ　左右集草搬送装置
１５ｃ　左右集草搬送装置
１５ｆ　中継集草搬送装置
１５ｇ　中継集草搬送装置
１４　刈刃装置
３２　スターホイル
３２ａ　掻込突起
３８　駆動用スプロケット
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